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はしがき
本研究、文部科学省科学研究費基盤CIインド大乗仏教職伽行唯識学派の
解脱思想、における智と行の構造の研究」はインド大乗仏教諭伽行唯識学派における
思想確立の過程を、智と行の構造をキーワードにして明らかにしようとするもので
ある。
インド大乗仏教職伽行唯識学派は古くから継承されてきた種々の聖典を、自派の
教義確立のため取捨選択しつつ変容を加え、 「摂事分」として掌握し提示した。
「摂事分J (Ii'職伽師地論~ )あるいは「摂事品J (Ii'顕揚聖教論~ )に纏められ
た教義(法)とその解釈(義)に基づき同学派の実践内容と修行階梯が構築されて
きた。その実践内容と修行階梯を、 Asasilga無著 (375-420頃)の著作『顕揚聖教
論~ (漢訳玄英訳にのみ残存)の解読研究を中心に、解脱に向かう行者の智の構造
と具体的な行の階梯の視点から考察した。
この「智の構造と行の階梯Jは「阿含経典 → 摂事分 → 職伽行学派の個々
の経典Jの系譜に説かれている。本研究では特に、 「阿含経典 → 『職伽師地論』
摂事分 → 『顕揚聖教論~ I撮事品第一JJという、聖典の継承過程を明らかに
した。あわせて、 『顕揚聖教論』が『瑞伽師地論』を継承しつつ、その教義を変容
させながら大乗仏教思想、を確立する重要なターニングポイントにあることも指摘し
た。
さらに、この研究を遂行するために、 Asasilga無著のもう一つの主著、 『大乗阿
見達磨集論 Abhidhannasamuccaya~ およびその注釈書『大乗阿毘達磨雑集論
Abhidhannas出nuccaya-Bhã~ya~ の電子テキストを完成し、ホームページ上で公
開した。これは、 『大乗阿毘達磨集論 Abhidhannasamuccaya~ と『大乗阿毘達
磨雑集論 Abhidharmasamuccaya-Bhã~ya~ を対校させ、両者とも入手可能なデー
タである楚文ー蔵訳-漢訳の三本を対照させた校訂テキストである。
また、これらの諸研究をもとに、 「仏教と生命倫理Jのテーマで、職伽行思想が
生命倫理を批判的に受け止めながら、如何にして現代の先端医療が抱える問題に対
応できるかを考察した。
これまでの研究成果の一部を以下に再録する。今後、職伽行唯識思想、が確立して
きた経過を、 Asasilga無著の著作研究を通じてさらに明らかして行きたい。また現
代的な課題である、 「仏教と生命倫理」についても職伽行唯識思想の視点から追求
して行く計画である。
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